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恵
比
寿
講
の
お
話

　

今
日
は
、
旧
暦
十
月
二
十
日
の
恵
比
寿
講（
え

び
す
こ
う
）の
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ご
商
売
を
さ

れ
て
い
る
方
々
に
は
馴
染
み
の
深
い
行
事
で
す

が
、
今
日
は
こ
の
恵
比
寿
講
に
つ
い
て
少
し
お
話

を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
の
恵
比
寿
講

　

さ
て
、
福
島
の
恵
比
寿
講
で
す
が
、
私
の
奉
仕

し
て
お
り
ま
す
福
島
稲
荷
神
社
の
神
さ
ま
は
三
柱

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。（
神
さ
ま
の
数
を
数
え
る

と
き
は
〇
〇
柱
と
数
え
ま
す
。）ご
承
知
の
通
り
、

伊
勢
神
宮
外
宮
の
神
さ
ま
で
食
物
を
司
る
豊
受
比

売
命
さ
ま
を
中
心
に
、
大
國
主
命（
大
国
さ
ま
）、

言
代
主
神（
え
び
す
様
）あ
わ
せ
て
三
柱
の
神
さ

ま
が
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て

恵
比
寿
講
の
日
に
は
、
境
内
に
市
が
立
ち
並
び
、
大

変
賑
わ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

恵
比
寿
講
は
、
ま
た
商
人
が
日
頃
の
お
客
様
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
商
売
繁
昌
の
願
い
を
込
め
た
祭
り

で
も
あ
り
ま
し
た
。
福
島
の
商
家
で
は
、
お
米
の
収

穫
を
終
え
た
十
一
月
の
下
旬
に
、
商
売
の
守
り
神
、

え
び
す
様
、
大
国
さ
ま
に
今
年
も
無
事
に
商
い
を
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
生

き
た
鮒
、お
神
酒
、大
根
、そ
し
て
お
膳
を
供
え
、主

人
以
下
家
族
、
使
用
人
が
一
同
に
会
し
て
宴
を
催
す

と
と
も
に
、
お
客
様
へ
の
謝
恩
の
売
り
出
し
を
行
い

ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
農
家
の
人
々
が
正
月
準
備
の

買
い
物
を
す
る
な
ど
、
市
内
や
近
郊
か
ら
の
買
い
物

客
で
大
変
賑
わ
っ
た
行
事
で
し
た
。

　

恵
比
寿
講
と
は

　

旧
暦
の
十
月
と
言
え
ば
、
日
本
中
の
神
さ
ま
が
出

雲
に
集
ま
り
、
一
ヶ
月
の
会
合
が
も
た
れ
る
月
で

す
。神
様
が
不
在
の
月
と
い
う
こ
と
か
ら「
神
無
月
」

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
神
さ
ま
が
留
守

の
間
、
私
た
ち
を
守
っ
て
下
さ
る
神
さ

ま
が
言
代
主
神
、
す
な
わ
ち
恵
比
寿
様

な
の
で
す
。
右
手
に
釣
竿
を
持
ち
、
左

手
に
立
派
な
鯛
を
抱
え
た
恵
比
寿
神
は

商
売
繁
盛
の
福
の
神
で
す
。
恵
比
寿
講

の
日
に
は
床
の
間
に
恵
比
寿
様
の
掛
け

軸
を
か
け
、
食
べ
物
や
お
酒
を
お
供
え

し
ま
す
。
そ
し
て
一
年
の
無
事
を
感
謝

し
、
五
穀
豊
穣
、
大
漁
、
あ
る
い
は
商

売
繁
昌
を
祈
願
す
る
行
事
で
、
地
方
や

神
社
に
よ
っ
て
は
、
旧
暦
の
十
月
二
十

日
で
あ
っ
た
り
、
秋
と
春
の
二
回
開
催

し
た
り
、
ま
た
十
日
え
び
す
と
し
て
一

月
十
日
の
前
後
に
行
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

恵
比
寿
様
の
総
本
社
で
あ
る
兵
庫
県

西
宮
市
の
西
宮
神
社
で
は
、
恵
比
寿
講

に
際
し
て
招
福
マ
グ
ロ
が
奉
納
さ
れ
る
の
が
恒
例

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
一
月
十
日
の
午
前
六
時
に

行
わ
れ
る
開
門
神
事
で
の
福
男
選
び
が
有
名
で
す

ね
。
ま
た
、
大
阪
の
今
宮
戎
神
社
は
、「
え
べ
っ
さ

ん
」と
し
て
知
ら
れ
、
一
月
十
日
を
は
さ
ん
だ
三

日
間
行
わ
れ
る
十
日
戎
の
お
祭
り
で
は
百
万
人
の

参
拝
者
が
訪
れ
、
大
変
な
競
争
率
で
選
ば
れ
た
福

娘
に
よ
る
縁
起
物
を
飾
っ
た
福
笹
が「
商
売
繁
昌

笹
も
っ
て
こ
い
」の
掛
け
声
と
と
も
に
授
与
さ
れ

ま
す
。
な
ぜ
福
笹
か
と
い
え
ば
、
笹
は「
節
目
正

し
く
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
」「
弾
力
が
あ
っ
て
折
れ

な
い
」「
葉
が
落
ち
ず
常
に
青
々
と
茂
る
」と
い
っ

た
特
徴
か
ら
、
家
運
隆
昌
・
商
売
繁
盛
の
縁
起
物

と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
広
ま
っ
た
恵
比
寿
信
仰

　

室
町
時
代
、
七
福
神
信
仰
に
よ
っ
て
恵
比
寿
様

が
福
の
神
の
代
表
と
な
り
、
兵
庫
県
の
西
宮
神
社

が
信
仰
の
本
拠
地
と
し
て
謡
曲
、
狂
言
な
ど
の
芸

能
を
と
お
し
て
、
全
国
津
々
浦
々
に
ま
で
御
神
徳

が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
戦
国
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
は
幕
府
の
許
可
の
も
と
、
御
神
像

札
が
全
国
に
流
布
し
、
上
方
の
商
業
経
済
の
発
達

に
伴
っ
て
、
福
の
神
恵
比
寿
様
が
商
売
繁
昌
の
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
、
全
国
各
地
で
恵
比
寿
講
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昔
の
商
人
た
ち
は
一
年
に
一
度
の
恵
比
寿
講
の

日
に
、
神
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、
お
客
様
に

は
謝
恩
の
意
味
で
景
気
良
く
振
る
舞
っ
た
、
そ
ん

な
心
意
気
に
思
い
を
致
し
て
、
今
の
ご
商
売
に
生

か
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
清
水
義
之
会
員
に
よ

る
新
会
員
ス
ピ
ー
チ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
矯
正
歯
科

医
の
お
仕
事
の
立
場
か
ら
興
味
深
い
お
話
を
承
る

こ
と
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

開会点鐘 丹治正博 会長

ロータリーソング「我等の生業」
　ソングリーダー 小林仁一 会員

「四つのテスト」唱和 田沼紀美子 会員
お客様並びに来訪ロータリアン紹介
　●血圧測定

会長挨拶 丹治正博 会長

食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事

各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　プログラム担当 右近八郎 委員長
　　ニコニコBOX担当 今井理基夫 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

　福島駅東口前で、清水矯正歯科クリ

ニックを開業しております清水義之で

す。歯ならびと咬み合わせの問題を改

善する、矯正歯科治療を専門にして医

療に従事しております。昭和32年10

月31日仙台市生まれで、今年で57歳

です。ハロウィン生まれのせいか、お祭りやイベントが

大好きで、栄町町内会を代表して、福島稲荷神社の例大

祭に毎年参加しています。中学校3年生の息子、小学校

4年生の娘と妻の4人家族です。私の仙台の実家は茶道

の石州清水流の家元で、昨年他界した父は13代道関で

した。父は東北電力の社員としてダムや橋の設計、管理

に関わりながら、石州清水流の伝統を守ってきました。

4年に1回転勤がありましたので、我が家は東北地区を

新会員スピーチ
清水矯正歯科クリニック院長　清水 義之 会員

転々としました。小学校4年生で新潟に転校して、中学

校1年生で福島4中に再度転校して、卒業後福島高校に

入学しました。高校1年生で仙台二校に転校して、東北

大学歯学部に入学し、東北大学病院に18年ほど勤務し

て、12年前に福島駅前で開業しました。　

　私の先祖の初代清水道閑は、千利休の弟子の古田織部

の教えを受け、小堀遠州の紹介で伊達政宗の茶道頭にな

りました。現在は私の兄の14代道玄が石州清水流の伝

統を守っています。茶道、特にわび茶は、安土桃山時代

から江戸時代にかけて、客人への接待法として体系化さ

れた訳ですが、日本が世界に誇るべき総合芸術だと考え

ています。茶道はお茶の立て前を基本とし、生け花、掛

け軸、お茶道具と四季の変化に応じたお庭の鑑賞、また、

濃茶と薄茶、お茶菓子、場合によっては昼食の楽しみも

あり、炭火の音やお湯の沸く音、お庭の鳥の声や木々の

さえずりの音、さらに、炭火やお香の臭いの楽しみなど、

美術、音楽、食の要素を持った、究極の和のおもてなし

です。機会があれば是非お茶会に御参加下さい。



3

　矯正歯科治療とは簡単に言うと不正咬合を治す歯科治

療です。今日は矯正歯科治療についてお話しさせて頂き

ましたが、咬合は、食べること、飲むこと、しゃべること、

すなわち基本的な口腔機能に影響します。また、不正咬

合はむし歯や歯周病を誘因して歯の寿命に関わります。

咬合は顎の機能と密接に関連しており顎関節症を引き

起こすことがあります。さらに咬むことは、脳の活動へ

の刺激があり、脳の老化現象の防止など全身的な健康と

関連しています。これまでの歯科治療はむし歯が出来た

ら削って修復したり、歯周病で歯が抜けたら入れ歯やイ

ンプラントで補綴したりと、対症療法的な治療がメイン

だったと思います。結局の所、健康な状態の回復、維持

するだけで、結果的に歯の数がどんどん減少することに

なります。これからの歯科治療は、予防に重点をおいた

治療が重要になります。すなわち、むし歯や歯周病の発

症を積極的に予防し、より良い咬合を、子供の時から育

成し維持することが治療目標になります。特に我々の年

代は歯周病の問題が大きく、歯周病は心筋梗塞や脳梗塞

のリスクを高め、全身的な健康問題と密接に関係してい

ますので注意が必要です。我々歯科医師会では8020運

動を推進しています。健常成人で28-32本の歯があり

ますが、80歳で20本以上歯を残そうという運動です。

歯が1,2本抜けたって大したことは無いというのは間違

いで、その部分が引き金になって全体的な咬合崩壊が始

まります。歯医者さんが嫌いな方は多いと存じますが、

全身的な健康のためにも、かかりつけの歯医者さんにマ

メに通いましょう。我々矯正歯科医師は、患者さんの笑

顔のために日々頑張っています。矯正歯科治療の対象と

しては、子供さんと20代、30代の成人の方が多いです

が、何歳でも治療できますのでご相談下さい。

　東日本大震災から3年半が過ぎましたが、大規模災害時

に一歯科医師が社会に対して何が貢献できるのかと考え

させられる毎日でした。震災直後に私の医院でも20数名

の患者さんが自主避難のため福島市を離れ転院されまし

たが、逆に飯舘村、浪江町など計画的避難区域から福島市

に避難されて、新たに矯正治療を始めた方もいらっしゃい

ます。現在でも避難生活を送らざるを得ない被災者が10

万人以上存在し、生活習慣病の増加、精神的ストレス、運

動不足による子供達の体力の低下、肥満等の問題が起きて

います。我々歯科医師には、被災避難者の歯科治療への支

援に加えて、放射線に関する正しい情報を一般市民に伝え

る役割も求められました。私は放射線の専門家ではありま

せんが、必死に勉強して専門家とのハブになって、正しい

知識を患者さんや町内会の人達に伝えてきました。また、

町内会のお祭りやイベントに積極的に参加して、心の復興

にも協力してきました。ロータリークラブに入会したの

も、社会貢献の幅を広げることが目的です。

　ロータリークラブに関しては、わからないことだらけ

で、世間知らずの私が、会員としての資格があるかどう

か大変心配しております。諸先輩の方々のご指導ご鞭撻

の程よろしくお願い申し上げます。

ニコニコBOX

ニコニコBOXの意義
　ニコニコBOXは、会員の喜び事、祝い事あるいは、
ちょっとしたしくじりなど、身の回りの出来事や近況
披露、お礼や感情表現など様々な理由を付けて、会員が
自発的に拠金をするもので、別に何の規定もあるわけ
ではありません。要するに、ニコニコBOXの名が示す
通り、拠金する会員もニコニコしながら拠出し、集まっ
たお金は、クラブの奉仕活動などに使用します。金額に
ついては、善意のお金ですからいくらでも良いのです
が、喜びの大きいときは相当多額のニコニコもありま
す。多くの会員からいろいろの理由で何回も拠金して
もらうのが、ニコニコBOX本来の姿といえましょう。

ニコニコBOXの原型、Fine Boxは罰金箱？
　ただし、ニコニコBOXというのは世界的な慣例では
ありません。世界中どこの国にもあるというものでは
ないのです。アメリカを始め諸外国にはニコニコBOX
に類するものとしてFine BoxとChest Boxがありま
す。ロータリーが創設されて間もなくの明治38年
（1905）第3回例会の時に、欠席、早退者は50セント
の罰金を科す規定が採用され、それを自主的に投入す
る罰金箱（Fine Box）が設けられました。Chest Boxは
目的を定めた募金箱ですから、目的を定めずに募金を
する日本のニコニコBOXとは趣旨が異なります。奉仕
活動をするための資金集めは、会員の了解を得た上で
目的を定めて、その目的のために帽子を回すのが諸外
国のやり方のようです。

日本におけるニコニコBOXの由来は？
　日本で、ニコニコBOXの慣例ができたのは、昭和10
年（1935）のことでした。関東大震災の被災孤児たち
を東京ロータリークラブの人たちが東京ロータリー
ホームという孤児院で世話をしていましたが、その子供
たちを当時オープンした多摩川園という遊園地に連れ
ていくための資金を集めるために、会員の羅紗問屋　
上村伝助商店の筆頭番頭であった関幸重という人が一
計を案じ、ありあわせの段ボール箱を持って、軽妙洒脱
に面白おかしく話をしながら例会場を回ってお金を集
めたのが最初という説や、昭和11年（1936）大阪RC
が仏頂面で罰金を出すような名称は好ましくないので、
ニコニコ箱と呼ぶように提案し、以後我が国ではニコニ
コ箱やスマイリングボックスと呼ばれ、投入する名目も
ニコニコに値する会員の慶事を他の会員にも共に喜ん
で貰うという趣旨に変遷したと言われています。

ニコニコBOX会計の使途は？
　ニコニコBOX会計は、会員が受益者とならない社会
奉仕、国際奉仕委員会及び特定分野の委員会費用であ
り、主として団体奉仕活動の資金として支出されるも
のです。したがって、会員のために支出されるもので
はないことを弁えておくべきです。

ニコニコBOXメッセージの紹介について
　丹治年度では、ニコニコBOX本来の意味、相応しい
メッセージの例などを絶えずアナウンスするとともに、
発表順番はロータリー歴の浅い会員を優先し、例会で発
言機会の多い会長、幹事のメッセージは割愛することを
基本方針として掲げております。 （文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回21
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 今井理基夫 委員 本日のニコニコBOX投入額　26件 ¥53,000 累計  ¥1,381,000

○
森
川 

英
治 

会
員

　

明
日
か
ら
三
日
間
、

福
島
銀
行
本
店
地
下
会

議
室
で「
障
が
い
者
施

設
製
品
の
大
展
示
・
即

売
会
」を
開
催
し
ま
す
。

天
気
が
心
配
で
す
が
お

時
間
の
あ
る
方
は
是
非

足
を
お
運
び
下
さ
い
。

○
相
良 

元
章 

会
員

　
『
私
の
隠
れ
家
』の
情

報
を
お
寄
せ
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

目
標
ま
で
も
う
少
し
な

の
で
、
更
な
る
情
報
の

提
供
に
ご
協
力
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
加
藤 

義
朋 

会
員

　

勢
島
先
生
の
お
顔
を

拝
見
し
、
清
水
先
生
の

ス
ピ
ー
チ
を
楽
し
み
に

投
入
致
し
ま
す
。

○
勢
島　

昇 

会
員

　

清
水
先
生
の
楽
し
く
、

う
ん
ち
く
あ
る
話
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
幡　

研
一 

会
員

　

清
水
先
生
の
ス
ピ
ー

チ
楽
し
み
で
す
。

○
他
に
／
丹
治
正
博
／

坪
井
大
雄
／
安
藤
健
次

郎
／
佐
藤
智
英
／
岡
田

新
也
／
渡
邊
又
夫
／
岩

田
尚
志
／
高
橋 

聡
／
菅

野
晴
隆
／
海
野
卓
哉
／

田
沼
紀
美
子
／
古
俣 

猛

／
藤
井
高
志
／
増
子 

勉

／
菅
沼 

裕
／
牧
野
吉
晃

／
小
林
仁
一
／
茂
田
士

郎
／
白
岩
康
夫
／
佐
藤

英
典
／
中
島
健
至

　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  12月11日　9,046円 累計152,360円

二
ヶ
月
後
に
七
十
五
歳
、
後
期

高
齢
者
に
な
る
。
残
念
な
が

ら
最
近
は
体
力
の
衰
え
、
体
の
各

部
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
調
は
も
と

よ
り
、
頭
の
働
き
、
特
に
記
憶
力

の
衰
え
が
気
に
な
る
。

　

人
名
・
地
名
な
ど
固
有
名
詞
が
思
い
出
せ
な
い
も

ど
か
し
さ
は
日
常
茶
飯
事
だ
。

　
「
な
ん
だ
か
嫌
だ
ね
」な
ど
と
古
希
の
妻
と
こ
ぼ

し
合
う
。
諸
々
の
老
化
現
象
は
、
自
分
の
一
生
の
筋

書
き
に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
半
ば
諦
め
て
受
入
れ

る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
心
の
持
ち
様
だ
け

は
、
ま
だ
ま
だ
老
い
た
く
は
な
い
も
の
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
実
業
家
で
あ
り
詩
人
で
あ
る
サ
ミ
ュ

エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン（Sam

uel U
llm
an 1840

〜1924

）

の
詩「
青
春 

（Youth

）」は
松
下
幸
之
助
始
め
日
本

の
多
く
の
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
親
し
ま
れ
て
き
た

と
い
う
。
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
多
く
の
中
高
年
を
奮

い
立
た
せ
、
勇
気
づ
け
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
青
年
を

自
省
さ
せ
て
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
　

＊
＊
＊

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く

心
の
様
子
を
言
う
の
だ

優
れ
た
創
造
力　

逞
し
き
意
志　

炎
ゆ
る
情
熱

怯
懦（
き
ょ
う
だ
）を
却（
し
り
ぞ
）け
る
勇
猛
心

安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険
心

こ
う
言
う
様
相
を
青
春
と
言
う
の
だ

年
を
重
ね
た
だ
け
で
人
は
老
い
な
い

理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老
い
が
く
る

歳
月
は
皮
膚
の
し
わ
を
増
す
が

情
熱
を
失
う
時
に
精
神
は
し
ぼ
む（
以
下
略
）

　
　

＊
＊
＊

　

向
上
意
欲
、
そ
し
て
目
標
へ
の
熱
意
と
勇
気
を

失
っ
た
人
を
老
人
と
言
う
の
な
ら
、
何
時
ま
で
も
老

人
に
は
な
り
た
く
な
い
も
の
で
す
。

私のひとこと 氏川守義 会員

例会プログラムのご案内

■12月25日（木） 12：30～「辰巳屋」

　丹治正博会長スピーチ「半期を振り返り」

＊＊＊2015年＊＊＊

■1月8日（木）→5日（月） 12：30～「エルティ」

　「市内クラブ合同新年例会」　ホスト／福島西RC

■1月15日（木） 12：30～「辰巳屋」

　久米允彦ガバナー補佐クラブ訪問
　＊「友」紹介　＊誕生祝い
　＊1月理事会（懇親会あり）18：30～「辰巳屋」
■1月22日（木） 12：30～「辰巳屋」

　阿久津肇パストガバナースピーチ
　「ロータリー理解推進月間」にちなんで
■1月29日（木） 12：30～「辰巳屋」

　新会員スピーチ
　福島民友新聞社代表取締役　五阿弥宏安 会員

幹事報告

例会変更のお知らせ
●福島北RC、16日（火）の例会は、野﨑ガバナー公式訪問

最終につき夜間例会に変更しております

●福島東RC、19日（金）の例会は、クリスマス家族会の為

夜間例会に変更しております

●当クラブ次週18日（木）の例会は、18：30より「年忘

れ家族会」となりますのでご確認の上宜しくお願い致し

ます。

その他のお知らせ
●本日12月理事会議事録を配布しておりますのでご確認

下さい。

「福島踊り屋台伝承館建設」
についてご案内 渡邊 又夫 会員


